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　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　　　雷

織物の品質の評価，㈱こ触漁こ関連した評価の第一歩として，織物a）鷹擦について瀞瞭1鰍な行

つた。今迄も織物の摩擦契験はいろいろと行われているが，廻憾についてはつきりした立揚か胴爽討

した例は少い様に思われる。

　われわオ1は手飴めとしV’ご絹織物について織物椿地と康擦性との閣係な検討した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　験　　方，怯

鰍は傾斜法によつて同耀勤同着の最大醗瞳擦係数（！・S）な叙・た。これ尉旨で糊励揉む揚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷh合の鷹擦に相当するわけで潮る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w

　爽験に用いた布は21d×4片，襟準樒度経緯とも1〔｝〔｝：1ソ1，」な蓋準とし，1酬‘｛撚数縫緯dOO撚／mを用い，

組織密度，撚数を変えて製織し本練りした絹織布であぞ・。（第1衷，第2衷，第3衷）

　　　　　　第1表組織変化の試片
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第2衷　緯：糸密度変化の試片
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第3表　撚i敗変化の試片
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購洞一組舗。つぎ騨1行いその物働求めた購度剛・R・H・脇で溜隻醐蹴な

’かつた。

叉布の断勲顯微鏡願にとり，組織の婦1の凹蹴∫膿締IIIべて撚畷料tlこした・

　　　　　　　　　　　　　　　案験結果及び考察
1。　組織による摩擦性の影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

蝋した・5騨の勉用いて濯方嗣編櫛胴志灘加・緯方向の齢せで醐鰍酬
定した。備単の爲以後単に（経経）（緯緯）（経緯）貰鶴：く〕

　その糸課櫨卿すると大｛仁つa・1帳的鯉淋らオ’1・る・（獺図）
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6幾）葉縦断面　　1　　・緯繍度・／・
　“’一一一（　〉“‘一一一L・ノ（）　　　　　　　　　　　O蓑及び裟（経経）　×畿，裏（緯緯）

凝讐≒横断面・　　’
（。）（経経）3（．e：，．（禰）カ・轍（・．　6　・v・）鰍最・j・（・・4－・・5）の・・の徹とり，（繍）がそ

　の申間に来るもの
（b）（騰）又は（繍）の一方が・博獣き礪（1～1，5）螺レその他麟等しい小さな値

　（・。35～・調赫すもの．小さい値卿でも（経緯）が一番・j・さい場合力移く・この伽測て絹

糸を直交させた時の摩擦係魏こ近い（1）。　e

轍やその変化鰍蛇「うき方」の経癖欝しいも喋（・）礪b紹や綾曜醐織で「う

　きの多い」組緻は（b）に属するo
　この鍵験によつて布の摩擦係数は経糸，緯糸のうき方で大きく左右されることがわかつた。

2．密度による摩擦性の影響
次に密度を・よる影響棚べる篇緯糸密度を変えた轍響織2／・綾八棚ミ子について行つた。

（a）奉　　　織
第2図セ現られるように経緯の密度の等しい時は（経経）の方が（繕）よりもXUかに大ぎい摩擦

係数を示す．これは経糸の張力が大きしので緯糸の方が張く曲り，（経樹の時セ・は強くういた緯糸

同志がひつかXり合うが，（緯緯）の揚合は経糸購糸の谷に隠れてひつカ・覇ない爲と考えられる。

（第3図及び写真P1参照）
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　緯糸密度の減少につれて（経経）の摩擦は減少し，　（緯緯）はやや増加する。緯糸密度が56の場合

は（緯緯）は（経経）よりもずつと大きくなる。

　これは経糸緯糸を中央に集中荷重をうける両重霜燗定梁として渚えればわかるように（第4豚1滲照）

その擁みは長さの三乗に比例するから，たとえ張力が大きくても麦持間隔（緯糸の間隔）の畏い経糸

の方猷き⇔kわけであろう。（第咽及び写真P鯵照）

1、この融こよつて摩擦係数の変化1揃胴様蹴明されよう。

，，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6図　霧度の影響（2／珍継）
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（b）　　2／ま～綾

　L’／u綾についても平織とi司じことが爵えるが，この輿験の範囲では（緯緯）が（絡経、より大きい値な

とる様にはオ1：らなかつた。　（第6図）

　写斑T1及びT6でも見られる通り経糸の方が強くうく様な現激は起ノ）ていないo

（c）八枚朱子

　第7図に見られるように緯糸盤｝度の大唐い揚合には衷側の（軽経）だけが非常に大きい摩擦を示し

ている。これは第8図一bのように表側は殆んど緯糸だけがういており，その（経経）の廉擦は糸の

策を櫨にこするのと同じで，ひつかXりが極めて大青いためであろう。

　畿側の（縷緯）が最小値噛ごとることから畏くういた糸同誉が〔断角に捜触している斌態が最小の廉擦

歌態であることがわかる。

　褒側の’（経経）と裏側の（緯緯），爽側の（緕緯）と裏側の（経絡）は組織醒1からほ同一組織であ

るがジ経糸藤力の方が大きいのと緯糸密度が高いことか円経糸は炎にも裏にも殆んどノ）懸幽ることが

’1［い。緯糸は表面は勿論襲面にもかなり張くういているoこの爲に農の（経経）の鷹擦もか’1［り大き

く，裏の（緯緯）｝1］1小さい嬢癒示しているo

　緯糸窃座が減少するにつれて喪の緯糸のうきは少くなり，衷の（経経）と裏の（緯緯），表の（偉

緯）dl　eSt　Sの（経経）が大阿く同じ結果な示”1胃ようで；もるo　（第β図一b参照）

3．撚による影響　　　　　　　　　　　・

　L’／9綾の緯糸の撚数を0から12〔｝0まて変化させてその影響を調ぺた。第9図に示す、kうに（緯緯）

には殆んど影響がないが，（経経）で鳳緯糸の撚数ノ）減少につれて鷹擦係数が増す傾肉であゐ。

第9図撚数の影響（L’／2綾）
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　第10図及び箪真ヨ工及びヨ6で見られるように（密度を変えなかつたことと張力の弱いことから）

緯糸は常に大きくういていて（緯緯）の摩擦の少いのは当然なのがわかる。又撚りが多いほど糸の曲

げ剛性は増大するから経糸もかなりうく様になり，その爲に摩擦が減少するとも老えられるt．3ζ撚り

の彊い時は緯糸が或程度転がつてコロの役をすることも薦えられるが，撚りのない時は緯糸絹繊維同

志が噛み合つた状態となるものと渚えられる。手で触れた感じは撚りの多いものほどごわごわとして

厘擦が増大しそうであるが，摩擦係数は撚りのfsいものの方が蓬かに大きくなるようである。

　撚りが一定以上に大きくな為と摩擦が再び増大するよ脅こ見9，るが，ζれは卑分塗討していないq
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第tt図　圧力の影響
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4，　圧力に二よる影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　以上の実験は圧力約2．8g／cm2で行つた。摩擦係数は圧力によつてもi当然変化すると潴えられるの

で二三の例について墨験してみた。第舐図のように圧力の増大につれて鷹擦係数の減少することは予

想通りであつたが，この減少の仕方力：組織によつて特有な性質を衷わすだろ）ということは確かめら

れなかつた⊃

　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　　　　冒

　われわれは傾斜法を用い・同一一wa物同志の静止摩擦係数を各種絹織物について輿験した。この結果

を織物断面の顯微鏡写真とともに藩察することにより次の結論を得たo

　コ．織物の摩擦では経糸・緯糸のうき方が決鄭；勺な影響を與えている。

　2・摩擦する方向に直角な糸が張くういている時はその糸の”ひつかかり”によつて極めて大きい

　　摩擦を示す。但し一方の布だけでも摩擦する方向の糸のうきが強ければ摩擦は減少する。

　3・朱子のように緯糸のうきの畏い揚合には（経縷）の時は極めて大きい摩擦を示すが，その他の

　　揚合は非常に小さく，強くういた緯糸同志が直交して接する揚合に最小の摩擦を示す。

　4・組織や密度の変化による摩擦性の変化も殆んど「糸のうき方」或いはそれによる織物表面の凹

　　凸歌態だけで読明できる。

　5・　撚りの影響も糸の曲げ剛性を通じて「うき方」に影響すると．見ることが繊来る。しかし触感の

　　問題として考える時ば撚りの影響は「摩擦係数」とは全く別の面に表われるのではないかと思わ

　　れる。

　6・　圧力の減小につれて摩擦係数は」曾加するo組織によりその彩響の仕方はかなり異るように思わ

　　れるが，結論を出すに充分な検討はできなかつた。

なお・この研究に当つては一部，文部省科挙研究費の媛助をうけ鵡叉顯微鏡9Ptf乍製に当つては

赤賜琢鷹氏に一方ならぬ御厄介になつた。特に記して感謝の意を表したい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary　　．．’

　　Wr玉ters　measured　the　static　coefficient　of　friction　b（沈wωユtwo　fabrigs　of　samo　kind　by

the　inclined　rnethod．．This　measurement　wa巳conductod　Qf　the　various　kinds　of　silk　fabrics．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．，．t∵

　　According　to　this　experimont，　the　following　results　wclre　obtained・

（1）Th・f1・ating・f　th・wa・P・・w・ft　th・e・ds　gives　an　impQ・tant　influ・n・e・n　t許・f・icti・n

between　tlle　two　same　fabrics．

（2）When　the　floating　of　the　threads　at　the　right　angle　to　the　fricative　direction　is　Iong，

the　friction　becomes　very　large　owing　to　the　catch　of　the　threads，　But　when　the　floatin只of

the　threads　which　are　in　the　same　direction　with　the　friction　is　long，　the　fricヒioll　decreases．

⑧　When　the　floating　of　the　weft　threads　is　Iong　as　in　the　satjn　weave、　the　fri（rkion　of．twd

fabrics　which　are　set　in　warpLtQ・warp　direction　is＞ery　largre，　and　tho．　friction　of　the　6thbr

case　is　very　small，　when　the　f工oating　OE　wd・ft　is　lon．g　and　tho　threads　Qf　two　fabvics　are　in

weft．　to－warp　direction，　the　friction　is　sma11est，

④　Tbough　the　friction　of　the　fabrics　is　iロfluenced　by　tlle　kirlds　of　weave　and　the．　chan，gr（｝s

of　density，　this　influence　can　be　explained　by　the　floating　of　the　throads　and　the　concave

and　convex　condition　of　the　surfaces　of　the　fabrics．

⑤　The　twist「of　the　threads　gives　an　importar此influence　oll　the　flexural　rigidity　of　the

threads，　The　friction　changes　caused　by　the　degree　of　twist　can　be　explained　by　the　float－

ing　of亡he　threads　which　deperエds　upon　the　flexura正rigidity．　　　　　　　　ヨ　　　　　　．

（6）As　the　pressure　on　the　sampl◎of　fabric　docr心ases，　the　coefficient　of　friction　increases．

t


